
 

第４回新潟県公民協働プロジェクト検討プラットフォーム共同宣言 

～『選ばれる新潟』の実現に向けて～ 

本県では、長年にわたり、若者を中心とした県外への転出超過と、出生数

の減少等による自然減の拡大が続いています。人口減少は、本県にとって極

めて深刻な課題であり、危機感を持って重く受け止めなければなりません。 

一方、新型コロナウイルス感染症拡大を契機とする人口集中のリスク回避

や生活意識の変化などにより地方分散型社会進展の流れが起こり、昨年４月

以降、本県から東京圏への転出超過に改善傾向が見られます。 

また、本県観光は、新型コロナウイルス感染症の影響により大きなダメー

ジを受けておりますが、感染症が収束しつつあるなか、反転攻勢のタイミン

グを迎えようとしています。 

今こそ、働く場、起業・創業の場、訪れる場として新潟を「選ばれる地」

としていかなければなりません。そのためには、これまでにも増して様々な

関係者が連携して、新潟の企業や地域の魅力を向上し、それを効果的に発信

することが大変重要です。 

この認識の下、私たちは、以下の点を確認し、「選ばれる新潟」の実現に

向けて、公民協働により取り組んでいくことを宣言します。 

○ 働く場として若者や女性等に「選ばれる」よう、ワーク・ライフ・バラ

ンスの一層の推進に加え、業務の効率性向上や多様な働き方に向けた取

組、女性の活躍を推進します。 

今後公民が軌を一にして必要な取組を推進するよう、それぞれが実効性の

ある目標を検討していきます。 

○ 起業・創業の場として挑戦する企業等に「選ばれる」よう、官民を挙げ

た起業・創業の後押しや、産業の高付加価値化に向けたデジタル化支援な

ど、企業等が成長できる環境づくりを推進します。 

○ 訪れる場として国内外の観光客に「選ばれる」よう、観光ファンドによ

る新たな観光地の開発・再生など、観光の反転攻勢に向けた取組を推進し

ます。 

○ これらの取組の高まりと合わせて、地域の魅力や活力を高めるための取

組について、効果的かつ訴求力のある情報発信をしていきます。 

令和３年 10 月 15 日 

新潟県公民協働プロジェクト検討プラットフォーム 


